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2……平成27年消防白書、災害時要援護者支援制度について
3～6……議会だより
7……２月の二次救急実施病院　　8……ひまわり

空家の実態把握に関する調査を実施中　　2 月中旬まで市から委託を受けた調査員が、空家の実態を把握する現地調査を実施しています。調査員は腕に腕章を付け
　て各地域を巡回しています。ご協力お願いします。調査について詳しくは、問い合わせ先へ　　   営繕住宅室　  63‐7740
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空家リノベーション支援事業

市民の皆さんの
意見を反映する

条例や市の重要な計画などを
素案の段階で市民に公表し
て意見を求め、提出された
内容を考慮して決定
を行う制度です

パブリックコメント

素案に対する皆さんのご意見をください

　「名張市空家等対策計画」の素案をまとめました。
皆さんのご意見を募集します。この素案は、市ホー
ムページ、各地区公民館・市民センター、市役所１
階案内、２階広報対話室、４階営繕住宅室でご覧い
ただけます。

意見募集期間  1 月 20日水 ～ 2月 5日金

■ 名張市空家等対策計画（素案）
＜計画期間＞　平成 28年度～ 37年度までの 10年間

■これまで進めてきた空家対策

住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業
（実施主体：名張中古住宅流通促進協議会）

空家等対策の推進に関する条例の施行

空
家
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　県外からの移住を目的として、市内の空
家住宅または空き建築物の改修工事を実施
される場合、予算の範囲内において、移住
者に改修費用の 3 分の 1 以内（上限 100
万円）を交付します。
　制度開始から今まで、主に関西方面から
申込があり、５件に交付決定をしました。

　
　「名張市空家等対策計画（素案）に関する意見」と記入し、素案に対す
る意見、氏名、住所、電話番号を書いて次のいずれかの方法で送付して
ください。※広報対話室でも受け付けます。

　◆電子メール   ◆ファクス（64‐2560）
　◆郵便（〒 518‐0492 鴻之台 1‐1）　◆直接持参　　

　空家を改修して再流通させ、若い世代
への売却・賃貸化を進める国のモデル事
業に、桔梗が丘住宅団地（桔梗が丘西除
く）が採択されました。桔梗が丘住宅団
地内の空家を流通するためにリフォーム
する場合、協議会から 3分の 1以内（上
限 100 万円）が交付されました。
　この事業では、9件の実績があります。この事業では、9件の実績があります。

　市は、平成 24年に「名張市空き家等の適正管理に関す
る条例」を制定し、空家の適正管理を所有者に対して促し
ていましたが、昨年 9月に空家の活用を積極的に推進する
とともに、適正に管理いただだけない場合には、代執行を
含む措置を行うことを明記した条例を新たに施行しました。

　市は、空家の活用や危険な空家の除却を推進するとともに、
空家の適正管理を促します。また、所有者、事業者、市民、行
政が相互連携を図り、若者などが安心して住み、子育てがしや
すい住環境の創出とまちづくり活動の促進を目指します。

計画の基本方針

  ≪ご意見の提出方法≫

空家対策の視点

▼予防…市民意識の醸成・啓
発と新たな空家発生の抑制

▼利活用…空家の魅力を高
め、利活用を積極的に推進

▼適正管理…所有者などによ
る自発的な適正管理、対応
強化

▼除却…老朽化したものは、所有者に自主的な除却を促す　
▼跡地活用…除却後に公共的な活用をする場合に支援

実態把握 空家の実態を把握し段階に応じた対策
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▼ 空家などの調査　　　▼ データベース化

予 防予 防

利活用利活用

適正管理適正管理 除 却除 却

跡地活用跡地活用



　市では、災害時に自力で
の避難が困難と思われる人
について、本人の同意を得
た上で、災害時要援護者と
して登録（名簿の作成）を
行っています。
　名簿は地域づくり組織に提供し、災害時の
安否確認や避難誘導の助け合いなどの支援体
制の整備に活用いただきます。
　対象者には、２月中旬に申請書を送付します
ので、積極的な登録をお願いします。

▼身体障害者手帳（肢体1・
2級、視覚1・2級、聴覚2
級）をお持ちの人

▼精神障害者保健福祉手帳
（1級）をお持ちの人
▼知的障害者で療育手帳Ａをお持ちの人
▼介護が必要な要介護認定3～5の人
▼70歳以上の高齢者のみの世帯
◎ただし、長期入所・入院している人を除く。
◎上記対象者以外で、災害時に支援が必要と
思われる人も登録できます。お問い合わせ
ください。

　対象者には、2月に災害時要援護者登録申請書
（兼個人情報提供の同意書）を送付しますの
で、これを市へ提出してください。
◎登録申請書は、今年新たに対象となった人と
昨年までに登録の意思表示をしていない人へ
送付します。一度登録されますと、名張市民
である限り有効です。

 健康福祉政策室　  63‐7579
　  危機管理室　  　  63‐7271

「災害時要援護者支援制度」
  積極的な登録をお願いします

 危機管理室　  63‐7271

2016 年（平成 28年）1月 24日日　2

人口と世帯数 人口 80,469 人（－ 24人 )　　男 38,885 人 （－ 26人）　女 41,584 人（+ 2 人）　世帯数 33,275 世帯（+17世帯）
1 月 1日現在　（　）は前月比

平成27年

対象となる人

大規模災害時「自助」「共助」が不可欠
■ 「阪神・淡路大震災」では、家屋の倒壊で閉じ
込められた人などのうち、約98％の人が自力で
脱出、あるいは家族、友人、隣人、通行人に助け
られました。

■ 「東日本大震災」で、津波被害を受けた宮城県
塩竈市の桂島では、島の約半分の家屋が被害に遭
う中、島民が助け合いながら避難することで、一
人の死者も出しませんでした。

　平成 27 年中の火災件数は 16 件で、
前年から 5件減となりました。約 23 日
に 1件の割合で火災が発生したことにな
ります。建物火災のうち、7件が一般住
宅から発生しました。出火原因では、「ス
トーブによる火災」が 2件、「たき火な
どの屋外での火気の取扱不注意による火
災」が 4件、その他、「線香」「放火」な
どで火災が発生しました。
　火災による死者は 1人、負傷者は２人
発生しました。

火災発生状況
建物火災

9件
林野火災

1件
車両火災

1件
その他火災

5件
合　　計
16件

消防白書消防白書

火
災

名張市消防本部では、市内で発生した昨年
1年間の火災事案や救急業務、救助活動の
状況をとりまとめました。

   消防本部予防室　  63‐1412

  火 災　
3件
1人

水難事故
1件
1人

交通事故
14件
11人

その他 
22 件
14人

合計　
40件
27人

救助出動状況
　種別
出動件数
救助人員

※その他とは機械による事故、自損行為などです。

※その他とは、労働災害、運動競技などです。

一般負傷
468 件
440 人

転送搬送
341 件
339 人

交通事故
222 件
249 人

その他 
111 件
86 人

合計　
3,348 件
3,173 人

救急出場状況
　種別
出場件数

搬送人員

　　急 病　
2,206 件
2,059 人

　平成 27 年中の救急出場件数は 3,348
件で、前年と比較すると 90 件の減とな
りました。1日あたり、平均 9.2 件救急
出場したことになります。搬送人員は全
体で 3,173 人となり、前年より 95 人減
少しました。
　事故種別ごとの救急出場件数は、急病
が 2,206 件と最も多く、次いで一般負傷
の 468 件、転院搬送の 341 件、交通事
故の 222 件となっています。
　平成 27 年中の救助活動は 40 件出動
し、前年と比較すると 2件の増加となり、
27人を救助しました。

・

ご協力ください！救急車の適正利用
　市では、４台の救急車を24時間体制で運用して
います。緊急性の高い患者さんを少しでも早く病院
へ搬送するために、自分で病院に行けるときなどは、
公共交通機関などをご利用ください。

1. 意識がない
2. 胸や呼吸が苦しい
3. 頭痛が激しい
4. 動き・話しづらい
※その他、ケガによる多量出血、骨折、やけど、体を　
動かせず、救急車でないと搬送できない場合など

煙 煙

煙

煙

熱 熱

2F
階段 寝室 煙感知式

熱感知式寝室

居室

台所1F

住宅用火災警報器を
正しく設置していますか？
　住宅用火災警報器は、全ての住宅に設置が義務
付けられています。
　現在市内の設置率は 75％で、設置されてない
ご家庭もあります。住宅用火災警報器は、まず寝
室に煙感知式を設置し、台所には熱感知式を設置
するのがお勧めです。

登録方法

   名張消防署　  63‐0999

次の場合は迷わず救急車を呼んでください

　南海トラフを震源とする巨大地震がいつ起きてもおかしくないと
言われています。
　そうした中、昨年 11 月 8日日、市民が主役の自主防災力を強化
する訓練「名張市総合防災訓練」を実施し、約 4万 3,000 人が参加
しました。市では、訓練の検証を行い、今後の防災対策、防
災訓練に生かしていきます。

名張市総合防災訓練名張市総合防災訓練
大規模災害を想定し、約4万3,000人が参加 各地域では、一次避難場所

までの避難訓練、避難所開
設・運営訓練や防災倉庫の
点検などが行われました。

消防本部では、初動期
の災害対応訓練。防災
センターでは、市災害
対策本部として、各地
域からの避難情報を集
約するなど図上訓練を
実施しました。

救急
　救助
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　市民の皆さまには輝かしい新春をお迎えのことと、心
よりお慶び申し上げます。
　また、日頃から名張市議会に対し格別のご理解とご協
力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、今年は固定資産税の独自課税（都市振興税）導
入元年となります。混乱なくスムーズに進められるよう、
議会としても引き続き、その動向に注視してまいります。
　現在、名張市のみならず、自治体を取り巻く環境を考
えたとき、“持続可能性の追求”というキーワードにた

どり着きます。行政には、山積する諸課題の中から、的
確に市民ニーズを捉え、限られた予算の中で優先順位を
つけて施策を展開していくことが一層求められます。そ
のため、議決機関、行政監視機関として、私ども議会の
果たすべき役割と責任はこれまで以上に重要になってい
るところです。
　名張市議会は、引き続き議会本来の役割を果たしつつ、
さらなる議会改革、議員の資質向上に取り組み、身近で
開かれた議会の実現に努めてまいります。
　本年も変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い
申し上げますとともに、皆さまのご健勝とご多幸を心よ
りお祈りし、新年のご挨拶といたします。

編集／議会広報特別委員会　発行／名張市議会 ● 三重県名張市鴻之台1‐1   63‐7834～5   64‐8870 gikai@city.nabari.mie.jp

なばり市議会だより
平成28年1月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

名張市議会議長

森脇 和德

議
会
報
告
会
を
実
施

参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
か
ら
12
月
13
日
の
間
、
市

内
の
15
地
域
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を

開
催
し
、
計
２
６
０
人
の
皆
さ
ま
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地
域
の

皆
さ
ま
に
は
開
催
に
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
で
は
9
月
定
例
会
の
審

議
内
容
の
報
告
と
懇
談
を
行
い
、
各
地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
市
議
会
や
市
政
、

各
地
域
で
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
幅

広
い
ご
意
見
と
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

市
議
会
へ
は
「
も
っ
と
市
民
の
声
を

11 月 7日　防災センター

11月 28日　つつじが丘公民館

11月 29日　美旗市民センター

12月 5日　くにつふるさと館

新年のごあいさつ

都市振興税、財政状況や予算編成、空き家・空き地
対策、公共下水道受益者負担金、市立病院の経営状況、
市長や副市長等の給与、ゆめづくり交付金減額、観
光客誘致や観光資源活用、通学路の安全確保、少子
高齢化・人口増加対策、斎場建設に係る和解に至る
経過、認知症対策、高校跡地利用、防災対策、コミ
ュニティバス、マイナンバー制度、待機児童対策や子
育て支援、企業誘致や雇用促進、有害鳥獣対策、小
学校統廃合、ふるさと納税、耕作放棄地対策　など

市政に対してのご意見

聴
い
て
ほ
し
い
」「
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
果
た
し
て
ほ
し
い
」「
都
市
振
興
税

導
入
や
市
の
財
政
を
ど
う
考
え
る
か
」

「
地
域
づ
く
り
組
織
に
対
す
る
考
え
方

は
」「
議
員
報
酬
・
議
員
定
数
・
政
務
活

動
費
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
」「
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
の
経
緯
を
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
今
後
の
議
会

活
動
や
市
政
へ
の
提
言
な
ど
に
生
か
し
、

今
後
も
議
会
報
告
会
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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８月に桔梗が丘で行われた説明会

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

● 

防
災
・
財
政
・
建
築

小
中
一
貫
教
育
の
問
題
点
・
課

題
に
つ
い
て
、
南
中
学
校
区
の

皆
さ
ま
へ
の
周
知
は
。

小
中
一
貫
教
育
の
取
組

Q夢
を
持
ち
、
主
体
的
に
社
会
を

拓
い
て
い
く
子
ど
も
を
育
成
す

る
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て

い
く
。
本
年
9
月
に
つ
つ
じ
が

丘
小
学
校
と
南
中
学
校
を
小
中

一
貫
教
育
の
研
究
推
進
校
と
し

て
指
定
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の

皆
さ
ま
に
対
し
て
、
つ
つ
じ
が

丘
小
学
校
は
12
月
5
日
、
南
中

学
校
は
12
月
16
日
に
説
明
会
を

開
催
し
た
。

説
明
会
を
開
催

A

一
昨
年
は
、
内
陸
部
の
自
治
体

と
し
て
、
沿
岸
部
の
津
波
被
害

に
対
す
る
応
援
派
遣
を
想
定
し
、

昨
年
度
は
、
避
難
所
開
設
運
営

基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
開

設
運
営
訓
練
を
実
施
。
本
年
度

は
、
市
民
が
主
役
の
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
。
来
年
度
の
訓
練

は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
実
施
す

る
の
か
。

今
後
の
防
災
訓
練

Q本
年
度
の
訓
練
は
、
緊
急
消
防

援
助
隊
の
受じ

ゅ
え
ん
ゆ
う
ど
う
く
ん
れ
ん

援
誘
導
訓
練
を
行

い
、
隣
接
の
津
市
、
伊
賀
市
の

消
防
本
部
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
来
年
度
以
降
も
年
一

回
の
防
災
訓
練
は
実
施
。
地
域

の
特
性
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
づ
く
り
組
織
で
訓
練
内

容
を
検
討
し
、
同
時
に
感
染
症

の
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
も
行

う
。

感
染
症
の
訓
練
実
施

A

都
市
振
興
税
の
導
入
が
議
決
さ

れ
た
。
私
に
聞
こ
え
て
く
る
の

は
「
説
明
が
足
り
な
い
」「
市
長

が
お
願
い
に
来
る
べ
き
だ
」
と

の
声
が
多
い
。
近
年
、
超
過
課

税
を
導
入
し
た
他
の
自
治
体
は
、

ど
こ
で
も
２
年
ほ
ど
か
け
て
丁

寧
に
説
明
し
て
導
入
し
て
い
る
。

市
民
へ
の
説
明
が
必
要
と
思
う

が
、
今
後
の
予
定
は
。

増
税
は
丁
寧
な
説
明
を

Q関
係
団
体
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明

会
や
市
内
3
会
場
で
の
市
民
説

明
会
を
開
催
し
、
市
長
が
出
席

し
た
。
11
月
30
日
に
は
、
市
内

外
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
予

定
者
3
万
5
千
人
の
皆
さ
ま
に

文
書
で
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
各
団
体
や
地
域
か
ら

要
請
が
あ
れ
ば
日
程
調
整
し
て

出
向
き
た
い
。

要
請
が
あ
れ
ば
出
向
く

A

県
道
赤
目
滝
線
の
バ
イ
パ
ス
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
は

赤
目
滝
線
の
進
捗
状
況

Q本
事
業
は
、
三
重
県
の
住
民
参

加
型
道
づ
く
り
と
し
て
、
平
成

11
年
度
か
ら
協
議
を
重
ね
、
19

年
度
に
は
ル
ー
ト
を
決
定
。
20

年
度
よ
り
測
量
設
計
や
、
用
地

取
得
に
向
け
た
境
界
確
定
の
作

業
を
進
め
て
き
た
。
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
る

が
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る

交
通
混
雑
の
解
消
と
生
活
道
路

の
安
全
確
保
に
向
け
、
地
域
の

強
い
要
望
を
受
け
て
事
業
を
開

始
し
て
お
り
、
協
議
を
重
ね
合

意
形
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
も
引
き
続
き
地
域
と
行
政

が
連
携
し
て
、
一
日
も
早
い
着

工
を
目
指
す
。　

早
期
着
工
を
目
指
す

A

● 

教
育

名
張
桔
梗
丘
高
校
の
跡
地
利
用

は
、
平
成
33
年
の
三
重
国
体
に

向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ま
た

県
の
防
災
施
設
と
し
て
整
備
を

進
め
て
は
ど
う
か
。
国
体
・
防

災
予
算
を
合
わ
せ
て
整
備
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
給
食

セ
ン
タ
ー
の
候
補
地
と
し
て
も

使
え
る
。

桔
梗
丘
高
校
跡
地
利
用

Q跡
地
利
用
は
県
が
決
め
る
が
、

市
と
し
て
は
桔
梗
が
丘
地
域
の

意
向
も
尊
重
し
、
教
育
施
設
の

利
用
と
併
せ
て
、
国
体
競
技
会

場
と
し
て
も
活
用
を
検
討
し
て

い
る
。
今
年
度
内
に
具
体
的
な

跡
地
活
用
策
を
ま
と
め
、
県
に

示
す
方
針
。
市
内
で
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
国
体
競
技
は
、

軟
式
野
球
・
弓
道
・
ホ
ッ
ケ
ー
・

綱
引
の
四
種
目
で
あ
る
。

競
技
施
設
と
し
て
検
討

A 永
岡 

禎 

議
員

心
風
会

常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

森
岡 

秀
之 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

柏 

元
三 

議
員

無
会
派

𠮷
田 

正
己 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ
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● 

福
祉
・
子
育
て

斎
場
整
備
事
業
に
か
か
る
牛
舎
経
営
者
か

ら
の
損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
に
つ
い
て

９
千
万
円
の
和
解
金
を
支
払
い
、
事
業
に

関
す
る
全
て
の
問
題
を
和
解
し
解
決
に
至

っ
た
。
そ
の
後
の
経
緯
を
示
せ
。
旧
計
画

と
新
計
画
で
の
総
費
用
を
比
較
し
、
財
政

面
で
の
総
括
が
必
要
と
な
る
が
。

斎
場
整
備
事
業
の
総
括

Q
旧
計
画
よ
り
費
用
抑
制

A

AQ＆ 質問その他

現
在
、
生
活
保
護
に
携
わ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
５
人
い
る
。
国
の
基
準
で
は
、
ワ

ー
カ
ー
１
人
当
た
り
80
世
帯
と
指
導
さ
れ

て
い
る
が
、
生
活
支
援
室
は
専
任
体
制
で

は
な
く
、
今
の
４
０
０
世
帯
を
超
え
る
生

活
保
護
世
帯
に
対
応
し
き
れ
な
い
。
体
制

の
見
直
し
と
増
員
に
よ
る
強
化
が
必
要
だ
。

生
活
保
護
の
体
制
強
化

Q
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
を

A
福
田 

博
行 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

現
体
制
で
は
、
生
活
保
護
業
務
に
専
念
で

き
て
い
な
い
。
次
年
度
か
ら
県
の
支
援
で

地
域
福
祉
の
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
生
活
保
護
業
務
の
体
制
を
整
え
た
い
。

代
替
地
の
所
有
権
移
転
登
記
の
完
了
を
確

認
し
、
11
月
24
日
に
和
解
金
を
支
払
っ
た
。

新
計
画
の
支
払
額
に
、
旧
計
画
で
支
払
済

み
の
金
額
を
加
え
て
も
、
旧
計
画
よ
り

2
億
5
千
万
円
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
お
い
て
、
要
支
援
１
・

２
の
認
定
者
は
こ
れ
ま
で
通
り

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の

か
。
地
域
の
負
担
が
増
え
る
と

の
心
配
の
声
も
あ
る
。
予
算
は

上
限
が
決
め
ら
れ
、
単
価
の
減

額
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
事

業
所
へ
の
単
価
を
下
げ
る
と
、

運
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
。

利
用
者
と
家
族
の
希
望
を
か
な

え
、
生
活
機
能
の
維
持
向
上
を

図
る
制
度
を
求
め
る
。

介
護
支
援
ど
う
守
る
か

Q地
域
で
の
生
活
支
援
や
サ
ロ
ン

活
動
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

国
へ
総
合
事
業
の
制
限
を
撤
廃

す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

事
業
所
へ
の
単
価
設
定
は
大
幅

に
下
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
本

人
の
意
向
に
沿
う
よ
う
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
、
制
度

を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
努
め
る
。

現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
で

A

保
育
を
利
用
す
る
場
合
、
保
護

者
は
必
要
書
類
を
提
出
し
、
市

は
保
育
利
用
調
整
基
準
を
元
に

審
査
・
利
用
調
整
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
調
整
基
準
が
大
ま

か
で
は
な
い
か
。

保
育
利
用
調
整
基
準

Q要
領
に
基
づ
き
、
保
育
の
必
要

性
の
高
い
児
童
か
ら
定
員
の
範

囲
内
で
順
次
決
定
し
て
い
る
。

方
法
と
し
て
は
、
就
労
形
態
や

就
労
日
数
、
就
労
時
間
等
に
よ

り
基
準
点
を
設
け
、
そ
れ
に
加

え
て
特
別
配
慮
が
必
要
な
事
柄
、

例
え
ば
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
同

居
家
族
が
い
な
い
場
合
や
自
営

業
に
お
け
る
専
従
者
な
ど
18
項

目
で
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
一

定
の
ル
ー
ル
の
中
、
分
か
り
や

す
い
方
法
で
の
決
定
を
行
っ
て

い
る
。 特

別
な
配
慮
も
行
う

A

名
張
市
に
は
周
産
期
医
療
セ
ン

タ
ー
の
整
備
計
画
が
な
い
。
市

立
病
院
で
助
産
師
外
来
や
バ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
※
な
ど
も
含
め
た

計
画
を
策
定
す
べ
き
だ
。
助
産

所
や
産
科
の
民
間
誘
致
を
は
じ

め
、
既
存
産
科
の
支
援
体
制
の

整
備
も
急
務
だ
。
助
産
師
研
修

の
費
用
助
成
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
な
ど
、
支
援
体
制
の
充
実

を
望
む
。

助
産
師
の
支
援
を

Q市
内
で
出
産
を
望
む
声
は
多
く
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
整

備
は
急
務
だ
。
市
立
病
院
に
産

科
を
設
置
す
る
た
め
に
、
産
科

医
師
確
保
を
は
じ
め
、
分
娩
施

設
や
医
療
機
材
整
備
、
入
院
ベ

ッ
ド
の
確
保
な
ど
段
階
を
踏
ん

で
取
り
組
む
。
助
産
師
の
確
保

や
育
成
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

研
究
し
て
い
く
。

助
産
師
確
保
に
努
め
る

A

高
齢
に
よ
る
認
知
症
及
び
若
年

性
認
知
症
が
増
加
し
て
い
る
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
の
意

志
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
は
、
早
期
発
見
が

重
要
だ
。
対
応
が
遅
れ
る
と
症

状
が
悪
化
す
る
こ
と
か
ら
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
認
知
症

早
期
発
見
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
」

を
導
入
し
、
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
べ
き
だ
。

認
知
症
の
早
期
発
見
へ

Q認
認
介
護
や
老
老
介
護
な
ど
、

認
知
症
は
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
市
で
は
、
認
知

症
予
防
教
室
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
ご
近
所
で
の
支
え
合
い

と
、
地
域
で
の
見
守
り
も
不
可

欠
で
あ
る
。
認
知
症
早
期
発
見

チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と

す
る
。 導

入
は
研
究
課
題

A

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会

三
原 
淳
子 
議
員

日
本
共
産
党

浦
﨑 

陽
介 

議
員

無
会
派

吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党

足
立 

淑
絵 

議
員

喜
働
（
き
ど
う
）

※　バースセンター・・・病院内で助産師がゆっくり時間をかけてお産をサポートする助産システム
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▼市民センター条例の制定　▼一般職の任期付職員の採用等に関する条例等の一部改正　▼事務分掌条例の一部改正　▼人事行政の運営等の
状況の公表に関する条例の一部改正　▼議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正　▼市税条例の一部改正　
▼医療費の助成に関する条例の一部改正▼消防団員等公務災害補償条例の一部改正　▼住民基本台帳カードの利用に関する条例の廃止　▼公
の施設の指定管理者の指定（名張市青少年センター）　▼市道路線の認定（2件）　▼市道路線の変更　▼平成27年度一般会計補正予算（第
４号）　▼平成27年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）　▼平成27年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）　▼平成
27年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）　▼平成27年度介護保険特別会計補正予算（第２号）　▼平成27年度後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号）　▼枝線下水工事（新町４工区）及び水道管移設工事請負契約の締結　▼教育委員会委員の任命についての同意

■雇用の安定に関する意見書の提出を求める請願・・・採択

①…▼行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
　　　に関する条例の制定  ▼印鑑条例の一部改正   ▼（議員提出議案）マイナンバー制度の円滑な運営に係る財源確保等自治体の 
         負担軽減を求める意見書の提出   ▼（議員提出議案）複数税率による軽減税率の導入実現を求める意見書の提出
②…▼三重地方税管理回収機構からの脱退
③…▼（議員提出議案）雇用の安定に関する意見書の提出

表決が
分かれた
議案

豊
岡

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員。　

浦
﨑

永
岡

福
田

三
原

富
田

足
立柏 川
合

細
矢
吉
住

柳
生

田
北

常
俊
森
岡

山
下

阪
本

幸
松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

×○ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯×

議
員
名

喜働
𠮷
田

○① ◯○

○◯ ○◯
②
③

◯

○× ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ ◯◯◯ ◯
◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○×

第 369回定例会　審議結果

3月3月3月
  3月1日火

4日金
7日月
8日火
9日水
10日木

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
当初予算

11日金
14日月
15日火
16日水
17日木
18日金
24日木

予算特別委員会（総務企画）
予算特別委員会（教育民生）
予算特別委員会（産業建設）
総務企画委員会
教育民生委員会　　
産業建設委員会
採決

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
全ての本会議（委員会を除く）がCATVで生中継されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

　名張市議会では、平成27年12月定
例会からタブレット議会システムの
本格的な運用を開始しました。
　今後、全ての本会議や委員会にお
いて、議案書や予算決算資料、その
他会議資料など、従来からの議員に
対する紙資料を原則廃止することと
し、執行部もこれまで庁内会議に使
用していたタブレット端末を議場に
持ち込むなど、紙資料の削減に努め
ていきます。
　タブレット端末の本格運用は、ペ
ーパレス化による人件費・印刷代な
どのコスト削減や環境負荷の低減に
なります。また、議会資料の保存管
理や会議システムの導入による議会
運営の効率化を目指すとともに、情
報伝達の即時化や情報収集・活用力
の強化など、タブレット端末導入の
メリットを今後の議会改革にも生か
してまいります。

「タブレット議会」本格始動

　

11
月
２
日
、
市
長
は
臨
時
会
を
招

集
し
、
斎
場
建
設
予
定
地
を
巡
る
牛

舎
経
営
者
か
ら
の
損
害
賠
償
請
求
控

訴
事
件
に
伴
い
市
が
和
解
金
九
千
万

円
を
支
払
い
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
全
員
賛
成
に
て
可
決
し
ま
し

た
。

　

12
月
定
例
会
（
第
３
６
９
回
）

は
、
12
月
３
日
開
会
、
12
月
21
日
閉

会
の
19
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し

た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
制

定
２
件
、
条
例
改
正
８
件
、
条
例
廃

止
１
件
、
一
般
議
案
６
件
、
平
成
27

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正

予
算
６
件
、
人
事
案
件
１
件
、
意
見

書
提
出
に
か
か
る
議
員
提
出
議
案
３

件
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・
常

任
委
員
会
で
審
議
し
、
27
議
案
を
可

決
・
同
意
、
請
願
１
件
を
採
択
し
ま

し
た
。
３
日
間
の
一
般
質
問
で
は
、

９
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た

る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
６
８
回
臨
時
会

第
３
６
９
回
12
月
定
例
会

　各定例会の開会から閉会まで、本会
議の全日程がＣＡＴＶ（アドバンスコープ
203ch）で生中継されています。
　また、生中継を見られなかった人も、
インターネットで録画配信をご覧いただ
けます（おおむね1週間後の配信）。

「議会録画中継」 パソコンでも！スマホでも！

　議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページ（市ホームページ
から名張市議会をクリック）の左上バナーをクリックしてください。

ご意見・ご要望をお待ちしています
 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

名張市議会の情報はホームページでも公開しています。　　市議会HPアドレス　  http://www.city.nabari.lg.jp/110/index.html
また、フェイスブックページでも情報発信しています。　フェイスブックアドレス　 https://www.facebook.com/nabarishigikai

選挙管理委員会委員及び補充員選挙
昨年１２月で任期満了となった選挙管理委員及
び補充員について指名推選による選挙を行い、
次の方々が当選されました。　（敬称略）

福山英敏　中辻重行　望月明子　男山佳子
選挙管理委員

川尻達雄　大矢幸生　山﨑惠子　小島淳子
選挙管理委員補充員

全会一致
議案

請願
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伊賀地域二次救急実施病院

2月  地域医療室
　　 63‐3913

◎受け入れ対象は、重症患者です。実施日以外は救急
受け入れを行いません。
◎重症患者が重なるときは、受け入れできない場合
があります。

◎名張市立病院小児科では、24時間 365日小児二次
救急の対応をしています。受入対象は重症患者です。

　けがおよび交通事故などの外科系疾患は除きます。
◎かかりつけ医へ早めの受診を心掛けましょう。

☆三重県救急医療情報センターコールセンター（ 64‐
1199）…24時間体制で受診可能な医療機関を紹介

◆平日…午後 5時～翌日午前 8時 45分
◆土・日曜日、祝日…午前 8時 45分～
翌日午前 8時 45分
※ただし、岡波総合病院は、月曜日…午
後5時～翌日午前9時／第2・4日曜日、
祝日…午前 9時～翌日午前 8時 45分
◆平日昼間午前8時45分～午後5時は、
名張市立病院で二次救急を実施

☆みえ子ども医療ダイヤル（ ＃
シャープ

8000）…子どもの急病
やケガの無料相談（毎日午後7時30分～翌日午前8時）

2 3 4
名

1
日 月 火 水 木 金 土

9 10 11 12 13
名

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26
岡

28 29

上

27

上
8

名

岡

岡名
7

6

岡 名/岡 上名 名

名/岡 上岡名 名 上

岡

上

名名/岡 上

5
上名/岡名岡

◆救急車での搬送以外は必ず事前にご連絡ください。
名…名張市立病院（ 61‐1100）
上…上野総合市民病院（ 24‐1111）
岡…岡波総合病院（ 21‐3135）

実施時間帯

1歳6か月児健診

3月1日火・2日水

2月2日火・9日火

3歳6か月児健診

3月8日火・15日火

2月16日火・23日火

生後5か月～8か月ごろの離乳食教室
　2月3日水 午後2時～3時30分　※要予約
★ 乳幼児健康相談（同日 午前9時30分～11時受付）

 健康支援室   63‐6970

保　  健センター（朝日町）での　
 親子すくすく行事

● 26年7月生

● 26年8月生

● 24年8月生

● 24年9月生

開館時間　午前9時 
 30分～午後5時

※日・月曜日、祝日は休館
▼はじめて広場
　2月12日金 午前10時30分
～「かがやき」を利用した
ことがない人は、気軽にご
参加ください。
▼親子で遊ぼう　※いずれも参加無料。
　2月10日水「企画ママ・パパによる身体
　　を動かして遊ぼう」※先着35組
　2月13日土「ラ・ペスカによる合唱」
　2月16日火「音楽工房によるリトミック遊び」
　2月25日木「マジックまきちゃんによるマジッ
　　クショーと雪だるま作ろうバルーンアート」
 ◎時刻は午前10時45分～11時30分
 こども支援センターかがやき

　　（桔梗が丘西 3）　 67‐0250

こども支援センター かがやき催物

斧
おので

出 花
はな

ちゃん

（東町在住）

かがやきかがやき
   大好き！   大好き！

助産師による母乳・育児相談
助産師による予約制の個別相談　※要予約
　2月12日金・26日金 午前10時～
　2月5日金・19日金 午後1時30分～
◎希望の人は、健康支援室（  63‐6970）
　までお問い合わせください。

◎
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ウインター献血キャンペーン
 地域医療室    63‐3913

日時　2月17日水 午前10時～正午
　　　　　　　　 午後1時30分～4時
場所　イオン名張店（元町）
内容　一般献血（400ミリリットル）
持ち物　本人確認できるもの（運転免許証
や健康保険証）　

◎骨髄バンクへの登録受付も行います。併
せてご協力をお願いします。

女性のための
肩こり、腰痛改善教室

日時　2月10日・24日、3月9日・23日
　※全て水曜日　午後1時～2時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
講師　松崎 弘明さん（柔道整復師）
定員　10人　※先着順　
参加費　2,000 円（全 4回）
持ち物　飲み物、タオル
申込　1 月 25 日月から武道交流館いきいき
の備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、
参加料を添えて同窓口へ
 武道交流館いきいき  62‐4141

「うまれる  ずっと、いっしょ。」  
  映画鑑賞会　参加者募集

　命の大切さ、家族の絆、人とのつながり、そして
“生きる”ことを考えるドキュメンタリー映画です。
日時　2月28日日 ① 午前10時～午後0時15分
　　　　　　　　 ② 午後1時30分～3時45分
場所　防災センター（鴻之台1）
定員　各50人程度　※先着順
参加費　200円
申込　1月26日火から2月25日木までに、市民
情報交流センター（希央台5）でチケットを
購入ください。　※託児あり（定員10人。
先着順。1月26日火から2月15日月までに問
い合わせ先へ）

 名張市人権センター（月曜休館）
　  63‐0018

田舎の味おばあちゃん講座
手打ちそばづくり受講者募集！

日時　3月2日水・3日木　午前9時～正午
場所　農業研修センター（蔵持町芝出）
講師　農事組合法人　川上営農組合「玉の腰
そば打ち道場」

対象　市内在住の人　　参加費　1,500円
定員　各日12人  ※申込多数の場合は抽選
申込　1月25日月から2月1日月（消印有効）
までに、往復はがきに「手打ちそばづくり
希望」、参加希望日、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて農業研修センター（〒518
‐0751 蔵持町芝出6）へ　※1人1枚で申込
（複数の希望者の明記は無効）

 なばり農業担い手育成会　  63‐7129

 名張川で自然観察
「冬の野鳥をみにいこう」

日時　2月7日日 午前9時～正午
場所　名張川（夏見付近）
定員　20人  ※先着順　参加費　300円
持ち物　双眼鏡(あれば)、メモ、筆記用具、雨具など
申込　1月25日月から2月1日月までに、電話
　またはファクスで問い合わせ先へ
 しぜん・ふしぎ・ワンダーランド（中村）

　  65‐4113　  65‐4521

パワーポイント講習会
参加者募集

日時　2月21日日・3月20日日　全2回 
　午前9時15分～午後0時45分
場所　市民情報交流センター（希央台5）
対象　中学生以上(ワードの挿入ができる人)
定員　10人  ※先着順　
参加費　5,000円（テキスト代含む）
持ち物　ノートパソコン(アダプターも持参)　
　※microsoft office2010以上のバージョン
申込　1月25日月から2月8日月までに、電話
　で問い合わせ先へ
 名張市母子寡婦福祉会　  090‐7603‐5634

第 15回大人たちの doki doki コンサート　日時　2月 21日日 午後 1時～　※30分前開場　  場所　アドバンスコープADSホール (松崎町 )　内容　ピアノ部
門／ソロ 12 人　声楽部門／ソロ 3 人　管楽器部門／ソロ 5 人　アンサンブル／ 2組　◎入場無料   　  アドバンスコープADSホール　  64‐3478

「伊賀市・名張市広域行政
  事務組合」職員募集

職務内容　と畜解体の職務
勤務場所　伊賀食肉センター（伊賀市上

かみのしょう

之庄）
対象　昭和40年4月2日以降生まれの人　
　※他にも条件あり　　採用予定人数　1人　
応募期間　2月1日月から22日月午後5時まで
◎応募方法など詳しくは、市役所2階人事研修
　室で配布する募集要項をご確認ください。
 伊賀市・名張市広域行政事務組合総務課

　  22‐9690

松
明
調
進
行
事
「
松
明
切
り
出
し
・
調
製
」　

東
大
寺
二
月
堂
で
行
わ
れ
る
修し

ゅ
に
え

二
会
（
お
水
取
り
）
で
用
い
ら
れ
る
松
明
木
を
調
製
し
ま
す
。
※
見
学
可

　

日
時　

2
月
11
日
▢祝 

午
前
8
時
〜
午
後
3
時　

場
所　

極
楽
寺
（
赤
目
町
一
ノ
井
）　

◎
参
加
無
料
。
申
込
不
要　
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日時　2月7日日、8日月 両日とも午前11時～午後3時
内容　▼甘酒の振る舞い（両日とも先着100人）　▼ぜんざい（焼き
もち入り）200円　▼おでん（3個）200円　▼伊賀牛やなせうど
ん 500円　▼伊賀米おにぎり200円　▼カフェやなせ　▼平成の
民家建築展　▼MOM’sマーケット(7日のみ)　など

2016 年（平成 28年）1月 24日日　8
　

２
０
１
３
年
９
月
、
滝
川
ク
リ
ス
テ

ル
さ
ん
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
っ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
発
し
た
５

文
字
の
日
本
語
。

　

彼
女
は
「
お
も
て
な
し
」
の
精
神
で
、

日
本
を
訪
れ
る
世
界
中
の
人
々
に
、
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
提
供
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
東
京
へ
の
招
致
成
功
を

決
定
付
け
た
と
ま
で

言
わ
れ
、「
お
も
て

な
し
」
は
、
こ
の
年
、

最
も
流
行
し
た
言
葉

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

彼
女
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
聴
く
以

前
か
ら
、
私
た
ち
は

日
常
的
に
「
お
も
て

な
し
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
き
ま
し
た

が
、あ
ら
た
め
て
「
お

も
て
な
し
と
は
」
と

考
え
て
み
る
と
、
な
か
な
か
奥
深
い
よ

う
で
す
。
同
じ
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も

の
に
「
接
客
」「
待
遇
」「
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、「
お
も
て
な
し
」

と
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
あ
る
講
演
会
で
、「『
お
も
て

な
し
』
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
『
も
て

な
す
人
の
心
』
で
す
。
接
客
や
サ
ー
ビ

ス
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に

で
も
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
。
決
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
や
接
客
に
は
心
が
こ
も

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、『
お
も
て
な
し
』
は
『
こ
の
時
、

こ
の
場
、
こ
の
人
』
に
、
ど
う
す
れ
ば

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
か
、
常
に
心
を

砕
い
て
行
う
も
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
な
い
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
」
と
聞

き
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
世
界
中
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
人
々
は
、

人
種
、
宗
教
、
歴
史
、
文
化
、
価
値
観

な
ど
、
ま
さ
に
千
差
万
別
で
す
。
そ
う

し
た
人
々
に
対
し
て
心
を
開
き
、
対
等

な
立
場
で
あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
る

こ
と
か
ら
「
お
も
て
な
し
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
」
は

日
本
独
自
の
伝
統

文
化
の
一
つ
だ
と

考
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
前
提
に

は
多
文
化
共
生
社

会
の
実
現
が
不
可

欠
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

価
値
観
を
共
有

し
な
い
人
々
に
対

す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
や
、日
本
で
暮
ら
す
外
国
籍
の
人
々

が
暮
ら
し
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
現
実
、

世
界
に
比
べ
立
ち
遅
れ
て
い
る
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
理
解
度
な
ど
、

克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

一
人
の
力
は
小
さ
な
も
の
で
す
が
、

あ
る
が
ま
ま
を
見
る
、
そ
し
て
理
解
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

ひまわり
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「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

広告 広告

ゆ
め
づ
く
り
協
働
事
業

次
号
予
告

名
張
初
瀬
街
道
歴
史
的
建
造
物
探
訪
と
登
録
有
形
文
化
財
説
明
会
参
加
者
募
集　

日
時　

2
月
20
日
土 

午
前
9
時
〜
正
午　

  

場
所　

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ア
ス
ピ
ア
（
南
町
）　  

申
込　

2
月
6
日
土
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

   

電
子
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ　
　

 

名
張
・
ま
ち
づ
く
り
の
会 

ま
ち
歩
き
委
員
会
（
加
納
）  　

 

０
９
０
‐
１
４
７
８
‐
３
６
７
５　

 

63
‐
２
６
２
４　

ｂ
ａ
ｍ
ｂ
ｕ
ｋ
１
９
６
８
＠
ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

　市では、市立図書館と青少年センターの２
つの施設で、ご支援いただけるネーミングラ
イツ・パートナーを募集します。
◎詳しくは、市ホームページをご覧いただく
　か、電話にて問い合わせ先へ
命名権使用期間　平成28年4月1日から5年間
募集要項配布期間　1月27日水～2月5日金
 市立図書館　  63‐3260
 文化生涯学習室　  63‐7892

市立図書館・市青少年センター
ネーミングライツ募集

木製家具など粗大ごみの再生品
を入札により展示販売します

展示期間　2月5日金 から25日木まで　
※月曜日から金曜日午前9時から午後5時、
　日曜日・祝日は午後1時から5時、土曜日は閉館
展示場所　伊賀南部クリーンセンター(伊賀市
　奥鹿野)    開札日　2月26日金
入札受付　展示期間中に展示場所に備え付けの
　入札票に必要事項を記入し、入札箱にご投函
　ください。入札最高価格が複数の場合は抽選
 伊賀南部環境衛生組合　  53‐1120

2月21日日 午前8時45分スタート
◎レースの模様は、三重テレビで放送されます。
  放送日時　2 月 21日日 
　　　　　 午前 8時 30分～ 11時 30分

県内 29 市町が
対抗で、県庁から
伊勢市までの約
42 ㎞をタスキで
つなぐ「第 9回美

うま

し国三重市町対抗
駅伝」の名張市代表チームが決定しました。
市民の皆さん、応援をよろしくお願いします。

第9回美し国三重市町対抗駅伝　名張チームにご声援を！

平成27年度市職員採用候補者
試験 (職務経験者 )を実施します

募集職種／採用予定人数
　電気技術職／１人程度
採　用　日　平成28年4月1日
応募期間　2月10日水まで（郵送は必着）
◎応募資格など詳しくは、市ホームページ、
または市役所２階人事研修室で配布する試
験案内でご確認ください。
 職員試験委員会事務局（人事研修室内）　
 63‐7315

20
歳
以
上
男
子

（
６・
４
２
５
km
）

ジ
ュ
ニ
ア
女
子

（
５
・
４
５
km
）

20
歳
以
上
女
子

（
３・
４
３
km
）

一
般
女
子

（
２・
８
９
km
）

ジ
ュ
ニ
ア
男
子

（
６・
３
６
km
）

40
歳
以
上
男
子

（
４・
６
０
km
）

中
学
生
男
子

（
５
・
５
８
km
）

中
学
生
女
子

（
３・
８
３
km
）

小
学
生
男
子

（
１・
８
５
km
）

小
学
生
女
子

（
１・
２
８
km
）

1 区 2区 3区 4区 5区 6区 7区 8区 9区 10区

選
手
氏
名
（
学
校
名
・
勤
務
先
）

区
分(

距
離)

区
間

催し催し

 旧細川邸 やなせ宿    62‐7760  月曜休館

名張八日戎祭りＩ戎祭りＩＮやなせ宿Ｎやなせ宿

なせ宿なせ宿

佐さ
と
う藤 

雄ゆ
う
じ治

（
ユ
タ
カ
技
研
）

宮み
や
が
わ川 

大た
い
き樹

（
岩
森
薬
品
化
工
）

九く
た
に谷 

葉は
づ
き月

（
津
高
）

森も
り
た田 

璃り

ね音
（
伊
賀
白
鳳
高
）

廣ひ
ろ
し
ま島 

琢た
く
み美

（
広
島
工
務
店
）

岡お
か
だ田 

須す

み

え
美
枝
（
名
張
中
）

甲か

い斐 

日ひ

な

た
向
多
（
桔
梗
が
丘
中
）

小こ
で
ら寺 

ま
り
（
伊
賀
白
鳳
高
校
）

原は
ら 

諒り
ょ
う
ま馬

（
桔
梗
丘
高
）

川か
わ
せ瀬 

翔し
ょ
う
や矢

（
近
大
高
専
）

植う
え
の野 

真し
ん
や也

（
リ
ア
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
）

春か
す
が日 

孝た
か
お男

（
伊
賀
つ
ば
さ
学
園
）

杉す
ぎ
も
と本 

悠ゆ
う
ご剛

（
赤
目
中
）

藤ふ
じ
お尾 

壮し
ょ
う
き紀

（
南
中
）

井い
の
う
え上 

香か
お
り里

（
赤
目
中
）

麻あ
そ
う生 

優ゆ
う
り莉

（
名
張
中
）

北き
た
が
わ川 

隼し
ゅ
ん
た大

（
美
旗
小
）

樋ひ
ぐ
ち口 

颯そ
う
だ
い大（

比
奈
知
小
）

麻あ
そ
う生 

涼す
ず
は葉

（
つ
つ
じ
が
丘
小
）

中な
か
に
し西 

優ゆ

い依
（
百
合
が
丘
小
）

開催日　
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